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　この数年，医学英語教育の分野は顕著な進歩を見た．一昨年，
日本医学英語教育研究会（Japan　Association　for　Medical　English
Education：JASMEE）が浜松医科大学の教授・植村研一先生によ
り発足されて以来毎年開催され，現在150人以上の会員を抱えて
いる．20年程前，私が独自で創立しようと企て，医学生に英語を
教える400人以上の先生方に切手付の返信用封筒同封の書状を発
送したが，関心を示したのはたったの3入であった．この時，成
功の兆しすら見なかったのである．
　この第2回研究会で，当大学臨時講師Breugelmans氏と共著で，
20年以上携わる医学英語教育の論文を発表する為，医学原書輪読
の受講生対象に，医学英語への体勢・国際コミュニケーション・
インターネットに関するアンケートを施行した結果は，
1）一浴留学を強く希望
2）携帯普及率は90％・半数が週20回以上の携帯電話利用
3）半数以上がe－mailの経験がなく，科学的情報収拾のインター
　　ネット利用は1／3以下
であった．
学生は徐々に医学コミュニケーションの英語の重要性は自覚し始
めるが，コンピュータやインターネットの必要は未だ感じていな
い．しかし，3年以内にこの状況も変わっていくに相違ない．近
年アメリカで，会社が学生から講義ノートを買収し，講義終了1
時間以内にインターネットで内容を公開するビジネスがあるとい
う．著作権や知的な問題提起もあろうが，この様に情報を伝える
という方法は，大学の中や大学問での情報交換に全面的変化をも
たらすことになるであろう．　　　　　　　（J．P．バロン記）
1．第143回医学会総会について報告があった．
幹事会（要旨）
2．臨床懇話会並びに臨床懇話会定例委員会について報告があり，
次のことが了承された．
平成1！年10月～平成12年7月の臨床懇話会当番教室順序
について
　　この度，霞ヶ浦病院で行なわれる臨床懇話会が，生涯教育
　の点数として認定された．これに伴い，西新宿の病院，八王
　子医療センターで行なう臨床懇話会も生涯教育の認定研究会
　として当該医師会に申請する．
3．会誌編集の状況ならびに編集について種々討議した．
4．投稿論文奨励賞，医学会奨励賞選考委員長から次の報告があ
　つた．
（平成11年7月）
　　　投稿論文奨励賞（対象　　　　　　　　　　：東医大誌56巻3号～57巻2号）は
　6件の推薦があり，医学会奨励賞は第143回医学会総会発表の
　中から11件の推薦があった．9月に各1件を選考し，！1月の
　総会で発表する予定である。
5．第144回医学会総会は下記により開催することとした．
　日　　時：平成！1年11月6日（土）午後1時～
　当番教室：法医学講座，麻酔学講座
　特別講演：山科　章　主任教授，飯森眞喜雄主任教授
　シンポジウム：「脳の蘇生をめぐる諸問題」
6．第145回医学会総会を平成12年7月1日（土）に開催するこ
　ととした．
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